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品質保証研究会 第２２回通常総会 
  ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

 開催日  ： 平成２４年６月２９日（金） 

   １４時００分 開会 

 

 開催場所 ： 学士会館 (地下鉄神保町駅) 

   総会／講演 ２階 ２０２号室 
   東京都千代田区神田錦町 3-28 電話 (03)3292-5936 

  

開催スケジュール 

 １．議 案 審 議   １４：００～１４：３０ 

 ＜ 議 事 次 第 ＞ 

 開 会 宣 言  

 会 長 挨 拶  

 議 長 選 任  

 議 案 審 議  

・第１号 議案 平成２３年度活動報告並びに収支決算案承認の件 

・第２号 議案 平成２４年度活動計画並びに収支予算案承認の件 

・第３号 議案 平成２４,２５年度役員選任の件        

役 員 紹 介  

 閉 会 宣 言  

 ２．定例研究会 第１グル－プ活動状況  １４：３０～１４：４０ 

    ３．定例研究会 第２グル－プ活動状況       １４：４０～１４：５０ 

  

       ……… （ 休 憩 １０分 ） ………         

 

 ４．特 別 講 演   １５：００～１６：５０ 

 講 師 ： 独立行政法人 宇宙航空研究開発機構 ( Ｊ Ａ Ｘ Ａ )  

 教 授  川口 淳一郎 氏           

 演 題 ： 『 高い塔を建てなければ新たな水平線は見えない 』  

   

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

★ 懇 談 会  学士会館 ２階 ２０３号室 １７：００～１９：００ 

 

以 上 
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第 1 号議案―１ 
 
 
 
 

品質保証研究会 
平成 23 年度活動報告 

 
１．活動状況 
 （１）平成 23 年度の活動は、第 21 回通常総会で承認された活動計画に基づき展開し、

  所期の成果を収めることができた。 
 
番号 項  目 内   容 回数

１ 通常総会 第 21 回通常総会の開催 1 回 

２ 品質保証研究会全体活動 会員相互間の啓発 
講演会 1 回 

見学会 0 回 

３ ＱＡＳＧニュースの発行 
会員の活動状況や、品質

保証に関する情報交換 
第 74号～75号 2 回 

４ 定例研究会活動 

グループ毎にテーマを定

めての品質保証に関する

調査・研究活動と会員へ

の成果提供 

第 1 グループ ２回

第２グループ ４回

５ ２０周年記念事業 
会員および関係者への２０年誌 
CD(コンパクトディスク)の配布 

1 件 

 
(２) 平成２３年度品質保証研究会の活動実績を表１に示す。 

 
２．活動要約 

平成２３年度の活動要約を表２に示す。
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表２ 平成２３年度 品質保証研究会 活動要約 
 

番号 項目 日時・場所等 参加人員 内容 

１ 
第２１回 
通常総会 

平成２３年６月１４日(火) 
TKP 日本橋ビジネスセンター 
カンファレンスルーム１C 

９４名 
(出席 32
名、委任
状 62 名)

(1)議案審議 
①平成２２年度活動報告・会計報告の承認
②平成２３年度活動計画・予算案の承認 
③会則改定の承認 
④平成 23,24,25 年度顧問の承認 

(2)２０年誌の紹介 

２ 
講 
演 
会 

第３９回 
講演会 

平成 24 年 2 月 3 日（金） 
TKP 日本橋ビジネスセンター 
会議室 

５１名 

国産ロケット打上げの失敗と成功から学ん
だこと 
前村 孝志氏 
 [有人宇宙システム（株）常務取締役] 

３ 
見 
学 
会 

実施せず 

４ 

定 
例 
研 
究 
会 

第1グルー
プ 
(リーダ： 
武田博文 
幹事) 

(1) 研究テーマ 
品質保証システム研究 

研究幹事会 
第 1 回 平成 24 年 2月 8日 
・平成 24 年度活動案の提示と方
針討議 

・ Management System Standard
紹介 

・日本電気協会ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ活動紹介
 
定例研究会 
第 1回 平成 24 年 4月 20 日 
・平成 24 年度活動に関する討議 

(2) 研究の内容 
１）福島第一原子力発電所事故を踏まえ、原子力

のＱＭＳのあるべき姿に関する検討 
２）原子力特有活動を踏まえたＱＭＳの検討 
 ⇒上記検討を経て、以下状況を踏まえ、原子力Ｑ

ＭＳのあるべき姿を追求するため、セクタ規格
の調査・研究を行うこととした。 

・ISO9001:2008、JEAG4121-2009 附属書-1 の要求
を満足するＱＭＳを構築し、品質保証活動を実
施しているが、実態として設計検証、解析業務
等で管理の強化を行っている。 

・自動車、航空、医療業界ではセクタ規格として、
統計手法やリスクマネジメント等を規格で明確
化している。 

第 ２ グ ル
ープ 
(リーダ： 
三角竜二 
幹事) 

(1) 研究テーマ 
エラーマネジメントに関する調査研究 

研究幹事会 
第 1回 平成 23年 11月 28日
第 2回 平成 24 年 2月 24 日
第 3回 平成 24 年 4月 25 日
第 4回 平成 24 年 6月 22 日

(2) 研究の内容 
１)福島第一原子力発電所事故に関する討議 
２)何が起きても対応できるシステム・組織の検討

 ・東京電力、政府事故調査・検証委員会等各種事故
報告書を基に事故の組織要因について討議した。

 ・想定外事象の課題として以下のような４つの課題
が提案された。 
①想定外事象とは初期事象なのか、結果として現

れた事象、影響か。 
②国家としての対応はどうあるべきか。 
③想定外事象に対しハード的にどこまで対応で

きるか。 
④想定外事象で人間や組織の対応をどこまで期

待できるか。 
 ・この課題の中で、①想定外の考え方、④国、電力、

メーカのあるべき姿、さらには個人・組織の必
要な能力について調査・研究することとした。

５ 
ＱＡＳＧ 

ニュースの発行 
(1) 第 74 号 平成 23 年 10 月 
(2) 第 75 号 平成 24 年 6 月 

①第 21 回通常総会報告 
②平成 23 年度第 1・2グループ活
動計画および活動報告 
③平成 23 年度役員紹介 
④第 37 回見学会報告、他 

６ 
２０周年 
記念事業 

第 21 回通常総会において、会員および研究会の活動に貢献のあった先輩、関係者に２０
年誌の CD(コンパクトディスク)を配布した。 

７ 幹事会 
上記諸活動の計画・推進または支援のため、必要な都度、幹事会を開催した。 
(幹事会：第 138 回～第 144 回の計 7回開催) 
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第２号議案―１ 

品質保証研究会 平成 24 年度活動計画 
１．活動方針 
(1)基本方針 
活動成果のなお一層の充実とその活用を図るため、以下の活動を実施する。 
・全会員対象の講演会、見学会を計画し、会員相互の啓発を図る。 
・定例研究会活動として、第１、第２の各グループのテーマに基づく、輪読、講義、購読、見学等の
活動を推進すると共に、その活動成果を取り纏めて、会員の活用に供するように努める。 

・会員間の情報交換、コミュニケーションの場の提供を図るため、QASG ニュースを発行すると共に、
ホームページの有効活用を図る。 

(2)東北地方太平洋沖地震の考慮について 
当会会員の多くが、東日本大震災の復旧・復興対応、東京電力福島第一原子力発電所の対応などに

関わっていることを考慮して活動する。具体的には、都度、幹事会において審議・調整する。 
 

以上の方針に基づき、平成２４年度の具体的な推進計画を以下に示すと共に、全体の活動計画(補足)
を表１に示す。 

 
２．活動計画内容 

平成２４年度活動計画の主要項目を以下に示す。 
２．１ 総会 
・第２２回通常総会を開催する。 
・総会終了後、定例研究会活動報告（第１グループおよび第２グループ）、特別講演（JAXA 川口淳一郎
氏による「高い塔を建てなければ新たな水平線は見えない」）、および懇談会を行う。 

２．２ 講演会の開催 
上期(平成２４年９月)と下期(平成２５年１月)、それぞれ１回の講演会を予定する。 

２．３ 見学会の開催 
下期(平成２４年１１月) １回の見学会を予定する。 

２．４ ｢QASG ニュース｣の発行 
年度内(平成２４年９月、平成２５年１月、２５年５月)３回の QASG ニュース発行を予定する。 

２．５ 定例研究会活動 
(1)第 1 グループ(リーダ：武田幹事) 
・研究テーマ： 
品質システムの研究「原子力ＱＭＳのあるべき姿に関する研究 －セクタ規格の調査・研究－」 

・研究の進め方： 
原子力ＱＭＳのあるべき姿を追求するためセクタ規格の調査・研究を行い、原子力ＱＭＳのある

べき姿について提言する。 
１）セクタ規格の調査 

自動車／医療／航空宇宙業界のＱＭＳに関するセクタ規格、及び海外ＱＡプログラムとして
ＮＳＱ－１００規格の要求事項について、ＩＳＯ９００１：２００８との比較調査を行い、特
徴的な要求について抽出を行う 

２）原子力ＱＭＳのあるべき姿の提言 
抽出された各セクタ規格での活動が、原子力業界として実効的な品質保証活動に繋がるかの、

また原子力のあるべき姿とは何かについて討議する。討議の結果を、原子力セクタ規格として
の提言としてまとめる。 

 (2)第２グループ(リーダ：三角幹事) 
・研究テーマ：エラーマネジメントに関する調査研究 
・研究の進め方： 
１）安全思想の再構築（想定外対応を統合した安全思想の再構築） 

     Ｈ２３年度検討した「安全思想の再構築」を、以下の観点で引き続き調査・研究する。 
①「想定外の考え方」について、今回の津波のような初期事象と全交流電源喪失などの結果
として現れた事象、影響をどう考えるか。 

②複合巨大災害（いわゆる想定外）に対する国、電力、メーカのあるべき姿、さらには個人・ 
組織に必要な能力 

      ２）ＱＭＳとレジリエンス・エンジニアリングとの融合 
         ＱＭＳの本来の目的は安全の達成である。しかし現状のＱＭＳは手順書に重点をおいたＱＭ

Ｓとして日常的業務に力点を置いており、複合巨大災害を想定する仕組みではなかった。これ
を受け、柔軟な対応力（ﾚｼﾞﾘｴﾝｽ）を付加・融合したマネジメントシステムを調査・研究する。 

      ３）共通要因分析の標準的方法の検討 
以上 
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第３号議案 

 

品質保証研究会 平成 24･25 年度 役員候補 

会 長 関村 直人 0001 ｾｷﾑﾗ ﾅｵﾄ（東京大学大学院工学系研究科原子力国際専攻・教授） 

 

 

副会長  田中 朗雄 0118 ﾀﾅｶ ｱｷｵ（株式会社 東芝） 

 

副会長  石橋 邦夫 0214 ｲｼﾊﾞｼ ｸﾆｵ (株式会社 日立製作所)  

 

副会長  神田  誠 0225 ｶﾝﾀﾞ ﾏｺﾄ（三菱重工業 株式会社） 

 

 

幹 事  岩瀬 啓二 0029 ｲﾜｾ ｹｲｼﾞ（株式会社 東芝） 

 

幹 事  三角 竜二 0072 ﾐｽﾐ ﾘｭｳｼﾞ（三菱重工業 株式会社） 

 

幹 事  奈良 順一 0119 ﾅﾗ ｼﾞｭﾝｲﾁ（東京電力 株式会社） 

 

幹 事  武田 博文 0128 ﾀｹﾀﾞ ﾋﾛﾌﾐ（株式会社 東芝） 

 

幹 事  中村  誠  0178 ﾅｶﾑﾗ ﾏｺﾄ（清水建設 株式会社） 

 

幹 事  今村 敬   0212 ｲﾏﾑﾗ ｹｲ（ＭＨＩ原子力ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 株式会社） 

 

幹 事  小嶋 真作 0227 ｺｼﾞﾏ ｼﾝｻｸ (日立ＧＥﾆｭｰｸﾘｱ･ｴﾅｼﾞｰ 株式会社) 

 

幹 事  三村  靖 0234 ﾐﾑﾗ ﾔｽｼ （日立ＧＥﾆｭｰｸﾘｱ･ｴﾅｼﾞｰ 株式会社） 

 

監 事 渡邉 邦道  0084 ﾜﾀﾅﾍﾞ ｸﾆﾐﾁ（一般社団法人 日本原子力技術協会） 

 

監 事 岡澤 需 0226 ｵｶｻﾞﾜ ﾓﾄﾑ 
 

 

以上 
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